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1.はじめに
　最近は利用者向けソフトの普及や機能
向上もあり、システム開発側で利用者の
求める出力をすべて取り揃えなくても、
ベースとなる CSV データを用意してお
けば、PC 上で表計算ソフト等を使って
自由に編集して利用するユーザーが増え
てきた。
　また、複雑化したシステムのエラー原
因の究明や利用者の不正利用を防止する
目的で、ログ出力機能の重要度が増して
きている。そのような意図で出力される
ログについては、データ容量が非常に大
きくなることもあるので、よりディスク
単価の安い PC サーバー等を活用するこ
とができる。
　上記を受け、本稿では、他システムと
の連携役としての CSV データ出力、お
よび内部統制対応としてのログ出力に注
目し、Delphi/400 を使って Windows
上のファイル操作を行う、ということを
取り上げる。具体的に、Windows テキ
ストファイルの操作ノウハウやポイント

などを紹介する。

2.ファイル操作の基本
　Delphi/400 を使って Windows 上の
ファイル操作を行うには、同じ内容を実
現するとしても、さまざまな方法がある。
　この章では、ファイル操作にはまずど
のような手法があるのか、またそれぞれ
の手法の特徴はどういったものなのか
を、OSに近いものから順にご紹介する。

・Windows APIを利用するファイル操作
　データ型：例）THandle
　�命令群：例）FileOpen�/�FileClose�/�

FileCreate

　OS に一番近い形のファイル操作方法
が、「Windows�API を利用したファイ
ル操作」である。
　この方法は「ファイルハンドル」と呼
ばれるものを使い、ファイル操作を行う。
そのため、ハンドルベースで各種 API
を利用できるが、個々の API そのもの

は非常に限定された機能しか持たず、ま
た OS バージョン等に依存することがあ
る。

・ 低レベル命令群を利用するファイル操作
　データ型：例）File�/�TextFile
　�命令群：例）AssignFile�/�CloseFile�/�

Append�/�Reset�/�Rewrite

　Delphi/400 で提供されているファイ
ル操作の命令群の中でも、より OS に近
い（これを指して「低レベル」と呼ばれ
ている）基本命令群を利用する。このファ
イル操作方法が、低レベル命令群を利用
するファイル操作である。
　それらは Delphi/400 におけるファイ
ル操作の基本となっているが、個々の命
令でできる機能は非常に限定されている
ため、ログ出力のような単純な機能で使
用される。

・ TStream 継承クラスによるファイル操作
　クラス：例）TFileStream
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警告といったものを時系列で絶えず出力
していくことが肝要となる。また、複数
の機能から同じログファイルに出力した
り、前回の続きに出力することが行われ
る。そのため、処理開始時に既存のログ
内容をメモリ上に展開して、処理終了時
に編集されたログ内容を出力するといっ
た使い方は避けるべきである。
　今回は、「年月日時分秒ミリ秒�＋�区
切り文字�＋�出力メッセージ」という出
力フォーマットでログを出力する。
　ログ出力の基本的な処理手順は以下の
ようになる。

【ログ出力の処理手順】
・ログファイルが存在するか確認する
　○ ログファイルが既存であれば追記

モードでファイルを開く
　○ ログファイルが存在しなければ新規

作成する
・ 出力フォーマットに合わせたログデー

タを作成する
・ログデータをファイルに出力する
・ログファイルを閉じる

　では実際に、低レベルなファイル操作
命令群を使って Sample.log ファイルに
出力する。この例を、ソース2として示
す。【ソース2】
　出力前にログファイルが既存かどうか
を調べ、追記するか、新規作成するかを
判断している。また、網掛けの箇所でロ
グファイルに対する出力を行っている。
　ログ出力を行う場合、ファイルに対す
る操作が単純であるため、低レベル命令
群でも記述しやすい。また、ここで使っ
た命令は、既存ファイルの読み込みやメ
モリ上への展開といったことを一切行っ
ていないため、ファイルサイズの影響を
ほとんど受けない。

　以上、CSV データ出力とログ出力と
いった 2 つの機能を、TStrings 継承ク
ラスと低レベル命令群を使った手法で実
装した。
　このサンプルコードは、ファイル名が
固定になっている等、紹介用に若干機能
を割愛しているが、多少の手直しで十分
利用していただけるであろう。

Excel で保存し直すと、通常の文字項目
はダブルクォーテーションが外されてし
まう。これは仕様の違いによる問題であ
る。
　今回は、基本的な CSV のルールに従
うが、より互換性を高めるために、文字
列を出力する場合は必ずダブルクォー
テーションで囲うルールとして実装を考
える。
　CSV データ出力の基本的な処理手順
は以下のようになる。

【CSVデータ出力の処理手順】
・データの先頭に移動
・データを最終まで繰返処理
　○項目ごとの繰返処理
　　◎ 項目の種類ごとに異なるルールで

テキスト化
　　◎カンマを追加
　○ 出力用ワークに 1 レコード分の

CSV データを追加
　○次のデータへ移動
・ 全データ分の CSV データをファイル

出力

　では実際に、cdsSampleというTClient�
DataSet のデータを、TStringList クラ
スを使って Sample.csv ファイルに出力
する。この例を、ソース 1 として示す。

【ソース1】
　for を使った内側の繰り返し処理は、
同一レコードの全項目に対する処理であ
る。while を使った外側の繰り返し処理
は、全レコードに対する処理になる。ま
た、網掛けの箇所で CSV ファイルを保
存している。
　CSV ファイルの場合、既存の CSV
ファイルが存在しても、追記せずに既存
ファイルを破棄して新規にファイルを作
成することが一般的である。そのため、
TStringList クラスを使うのが適してい
る。
　しかし、すべてのデータをメモリ上に
展開するため、あまりに膨大なデータを
処理するのは向かない点に注意が必要
だ。大量のデータを処理するなら、
TFileStream 等を利用するほうが適し
ている。

ログ出力の具体例
　ログ出力は、何らかの操作やエラー、

　Delphi/400 では、さまざまなデータ
の集合を取り扱うクラスとして、「スト
リーム」と呼ばれるクラスが提供されて
いる。その中でも、ファイル操作に特化
したのが TFileStream というクラスに
なる。
　このクラスを使用することで、ファイ
ルのオープン・クローズ制御やファイル
作成、モード指定等の煩雑な処理を簡単
に実現できる。
　また、他のストリーム系クラスとの共
通機能を利用することで、メモリ上に展
開したデータのファイル保存や、読み込
んだファイル内容を通信データにのせて
ダウンロードする機能を提供するといっ
たことに利用されている。

・ TStrings 継承クラスによるテキスト
ファイル操作

　クラス：例）TStringList

　TStrings 継承クラスは、どちらかと
いうとファイル操作用ではなく、文字列
操作用のクラスであり、それにファイル
出力機能が備わっているものである。
　しかしながら、CSV データの編集機
能を備えており、利用頻度が高い。その
ため、TStrings 継承クラスによるテキ
ストファイル操作が行われている。
　なお、この具体的な使用方法は、次章
でご紹介する。

3.ファイル操作の具体例
　前章で挙げたファイル操手法のいくつ
かを使って、実際にファイル出力する例
をご紹介する。

CSVデータ出力の具体例
　CSV とはデータの内容をテキスト化
し、順番に出力したものである。出力す
る際、項目ごとの区切りはカンマで、レ
コードごとの区切りは改行で行う。
　古くから利用されているにもかかわら
ず、詳細な仕様が決定されたのは、2005
年と比較的新しいため、仕様確定前から
使われていたルールが非常に多く存在す
る。
　例えば、IBM�i　Client�Access 等で
CSV 出力を行うと、文字項目がダブル
クォーテーションで囲われる。これを
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ある。修正したコード例を、ソース3と
して示す。【ソース3】
　 コ ー ド 例 に 示 し た よ う に、
TStringList ク ラ ス の SaveToFile メ
ソッドにパラメーターを追加するだけで
ある。
　もし、UTF-8 で保存したければ、50
行目にある SaveToFile メソッドの第 2
パラメーターを TEncoding.UTF8 に変
更するだけである。

ログ出力例をユニコード対応する
　低レベル命令群でユニコードの出力を
行うのは若干面倒なことと、TStream
継承クラスを使ったサンプルプログラム
も示しておきたいので、こちらのユニ
コード対応は TFileStream クラスを使
用するように変更する。
　基本的な処理手順は、前述の低レベル
命令群を使ったものと同じである。ただ
し、ユニコード化の影響として、以下の
ポイントに気を付ける必要がある。

・ UTF-16 のテキストには、BOM（バイ
トオーダーマーク）が必要となる。

・ 出力データを、バイト配列に変換して
から出力する。

　TFileStream クラスを使用したコー
ド例をソース4として示す。【ソース4】
　低レベル命令群からの TFileStream
への置き換えとユニコード対応を同時に
行ったため、大きく変わってしまったが、
ボリュームは全体でも 50 行未満とそれ
ほどでもないことがわかる。
　ポイントとしては、TEncoding を使
い、ログファイルを新規作成する場合に
BOM を付加することと、出力したい
メッセージを予め変換しておくことであ
る。また、網掛けの箇所でメッセージの
変換と出力を行っている。
　なお、こちらの例を UTF-8 に対応さ
せるには、12行目のENC変数への代入
をTEncoding.UTF8にするだけである。

5.まとめ
　今回は、Windows 上のテキストファ
イルを取り扱う代表的なパターンを2つ
紹介した。さまざまなシステムが入り乱
れる昨今、他システムとの連携役として

※その2
　続いて、文字の取り扱いルールとして
のユニコードだが、厳密には UTF-8、
UTF-16、UTF-32 といったものがある。
これらは本来、ユニコードを取り扱う
ルールであって、ユニコードそのもので
はない。ただし、実際のプログラムには
こちらの影響が大きく、開発者サイドに
は馴染みのあるものになっているだろ
う。

　インターネットでは、アルファベット
等でASCII と互換性のあるUTF-8が主
流であるが、漢字や仮名を UTF-8 で取
り扱うとほとんどが3バイト必要になる
ため、従来の Shift_JIS に比べても効率
が悪くなってしまうことが多い。
　そのためか、ユニコード対応版の
Delphi/400 は、文字データを基本的に
UTF-16で取り扱っている。
　UTF-16 の場合、かなり特殊な文字以
外はすべて 2 バイトで表現するように
なっている。多バイトデータになるため、
これをファイルに保存する際には CPU
アーキテクチャの影響を受けることにな
る。いわゆるエンディアンの問題である。
エンディアンを明示的に指定しなけれ
ば、リトルエンディアンとなる。
　上記のように、一口にユニコードと
言ってもいろいろな種類があり、テキス
ト保存の際にはどういった形式で保存す
ればいいのか気を付ける必要がある。し
かし、よく使われる形式は、UTF-8 ま
たは UTF-16 のリトルエンディアンで
あろう。
　ちなみに、Windows 標準のメモ帳で
Unicode を選択すると、UTF-16 のリト
ルエンディアンになる。

　では、次から、前章のデータ出力例の
ユニコード対応、具体的には UTF-16
のリトルエンディアンで保存するケース
を示していこう。
　なお、ユニコード対応が行われた
Delphi/400�2009以降のバージョンを前
提としている。

CSVデータ出力例をユニコード対応
する

　TStringList は、エンコーディングを
指定するだけでユニコード対応が可能で

4.�ユニコードテキストの
出力

　Delphi/400は 2009以降のバージョン
で、ユニコード対応が行われた。しかし、
ファイル出力機能は、Delphi/400のバー
ジョンにかかわらず ANSI ベースで行
われる。
　つまり、前章で紹介した例を使って
ファイル出力すると、ユニコードにしか
存在しない文字は「?」に変換されてし
まう。
　IBM�i�では専用のCCSIDを指定する
必要があるため、ユニコードが使われな
い場合もあるが、他システムとの連動等
を考慮し、ユニコード対応する例も紹介
しておこう。

ユニコードテキストの種類
　そもそも「ユニコード」とは一体何だ
ろうか。
　この問いに正確に答えることは意外と
難しい。非常に乱暴な表現となるが、“こ
れまでコンピュータ上で扱えなかったた
くさんの文字の集まりとその扱い方をま
とめたルール”これを指してユニコード
と呼ばれることが多いようである。
　しかし、上記したように文字の集まり
とその扱い方ルールという2種類を指し
ており、また、それぞれが複数の種類に
分かれている。UCS-2やUTF-16といっ
た用語を聞いたことはないだろうか。そ
れらが、ユニコードと呼ばれるものの正
体に近い。
　コラム的に少しだけ細かい説明をした
いと思う。プログラムには直接関係がな
く、若干複雑な内容であるため、UTF-8
と UTF-16、エンディアンという 3 つの
用語だけ覚えておけば、以下の 2 段落

（※）は読み飛ばしてもかまわない。

※その1
　まず、文字の集まりとしてのユニコー
ドだが、厳密には Unicode、UCS-2、
UCS-4 といったものがある。このうち
Unicodeは、2013年 8月現在でバージョ
ン6.2まで拡張されている。現時点では、
取り扱い可能な文字の多さで並べれば、
UCS-2 ＜ Unicode ＜ UCS-4 となるが、
主流はUnicodeである。
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の CSV データ出力、および内部統制対
応としてのログ出力の需要や重要度はま
すます高まってくると思われる。
　また、Delphi/400 では、上記以外の
固定長テキストや ini ファイルといった
テキスト形式のファイルだけでなく、バ
イナリ形式のファイルも簡単に取り扱う
ことが可能である。
　ぜひこの機会に、IBM�i�上のファイ
ルとは一味違う、Windows のテキスト
ファイル操作を試していただければ幸い
である。
� M
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